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 ３ 小・中学校担当者調査 

(1) 回答者の属性等 

ア 調査対象とした小・中学校担当者からの回答状況（所在市等別） 

 
 

イ 性別 

 

 
ウ 職位 

 
  

人 （％） 人 （％） 人 （％）

札幌市 134 6.9 岐阜市 28 1.4 高松市 34 1.7

青森市 31 1.6 名古屋市 170 8.7 高知市 26 1.3

仙台市 79 4.0 津市 36 1.8 福岡市 67 3.4

福島市 30 1.5 京都市 83 4.3 佐賀市 26 1.3

宇都宮市 36 1.8 大阪市 161 8.2 熊本市 57 2.9

さいたま市 71 3.6 和歌山市 31 1.6 那覇市 22 1.1

東京都 426 21.8 松江市 18 0.9 無回答 4 0.2

横浜市 201 10.3 広島市 92 4.7 計 1,952 -

金沢市 29 1.5 山口市 21 1.1

甲府市 17 0.9 徳島市 22 1.1

男性

65.2 

女性

31.6 

無回答

3.3 総数(n=1952)

（％）

校長

9.2 

副校長

12.7 

教頭

24.5 

主任

21.3 

一般教員

17.3 

養護教諭

7.1 

スクール

カウン

セラー

等

0.1 

スクール

ソーシャル

ワーカー

0.0 

その他

4.5

無

回

答

3.3 総数(n=1938)

（％）

総数（n=1,952） 

総数（n=1,938） 
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(2) 単純集計結果 

ア 児童虐待の発生状況 
(ｱ) 問１－１ 児童虐待の増減に関する実感 

小・中学校担当者に、児童虐待の増減についての実感を尋ねると、「増えてきて

いると感じる」が 86.9％で最も多く、次いで「変化していないと感じる」が 11.0％、

「減ってきていると感じる」が 0.4％となっている。 

 
 

(ｲ) 問１－２ 児童虐待が増加していると実感する理由（複数回答） 

児童虐待は増えてきていると感じると回答した担当者に、そう思う理由を尋ね

ると、「保護者の養育能力の低下」が 90.7％と最も多く、次いで「保護者の地域

からの孤立化」が 46.6％、「家族構造の複雑化(継父母などのステップファミリー

等)」が 42.9％等となっている。 

 
  

増えてきていると感じる

86.9 

変化していないと感じる

11.0 

減ってきていると感じる

0.4 

無回答

1.6 
総数(n=1952)

（％）

問1‐1 あなたの実感として、児童虐待は増えてきていると思いますか、減ってきていると思いますか。当

てはまる選択肢を一つお選びください。

90.7 

46.6 

42.9 

38.1 

24.5 

18.3 

14.2 

5.6 

1.7 

4.2 

0.0 

0 20 40 60 80 100

保護者の養育能力の低下

保護者の地域からの孤立化

家族構造の複雑化（継父母などの

ステップファミリー等）

経済的に余裕のない家庭の増加

精神障害等を患う保護者の増加

虐待が世代間で連鎖する現象の増加

望まない妊娠の増加

共働きの増加による保育所等の

社会資源不足の加速化

子ども側の要因の増加

その他

無回答

（％）

総数(n=1653)

（問1‐1で「増えてきていると感じる」と回答された方に）

問1‐2 「増えてきている」と実感している理由は何ですか。特に当てはまると思う選択肢を三つまでお選び

ください。

 
保護者の養育能力の低下 

 

保護者の地域からの孤立化 
 
家族構造の複雑化 
（継父母などのステップファミリー等） 
 
経済的に余裕のない家庭の増加 

 

精神障害等を患う保護者の増加 

 

虐待が世代間で連鎖する現象の増加

 

望まない妊娠の増加 
 
共働きの増加による保育所等の社会
資源不足の加速化 
 
子ども側の要因の増加 
 
その他 

 

無回答 

総数（n=1,952） 

総数（n=1,653） 
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イ 児童虐待の防止等に関する学校における取組 

(ｱ) 問２－１ 児童虐待対応に向けた重要事項 

小・中学校担当者に、勤務先の学校において児童虐待又はそのおそれを発見し

た際に、スムーズに対応するために最も重要なことは何であると思うか尋ねると、

「担当教員だけでなく、担当教員以外の責任者と一緒に組織的な方針の決定や対

応を行うこと」が 86.9％と最も多く、次いで「対応方法についての研修」が 8.1％

等となっている。 

 
 

(ｲ) 問２－２ 児童虐待又はそのおそれを発見した場合の情報提供に対する抵抗感

の有無 

小・中学校担当者に、勤務先の学校において児童虐待又はそのおそれを発見し

た場合に、速やかに児童相談所や市区町村児童虐待対応の担当課に相談、情報提

供することに対して、抵抗があると感じるか尋ねると、「抵抗がないと感じる」

及び「どちらかといえば抵抗がないと感じる」が合わせて 71.7％であるのに対し、

「抵抗があると感じる」及び「どちらかといえば抵抗があると感じる」は合わせ

て 15.1％、「どちらともいえない」が 11.8％等となっている。 

 

組織的な方針

の決定等

86.9 

対応方法についての

研修

8.1 

教育委員会からの

指導徹底

1.4 

その他

2.2 

無回答

1.3 

総数(n=1932)

（％）

問2‐1 あなたは、学校において児童虐待又はそのおそれを発見した際に、スムーズに対応するために重要なことは何で

あると思いますか。特に当てはまると思う選択肢を一つお選びください。

① 担当教員だけでなく、担当教員以外の責任者と一緒に組織的な方針の決定や対応を行うこと(86.9%)
② 対応方法についての研修(8.1%)
③ 教育委員会からの指導徹底(1.4%)
④ その他(2.2%)
⑤ 無回答(1.3%)

抵抗があると

感じる

2.2 

どちらかといえば

抵抗がある

と感じる

12.9 

どちらとも

いえない

11.8 

どちらかといえば

抵抗がない

と感じる

24.6 

抵抗がない

と感じる

47.1 

分からない

0.2 

無

回

答

1.1 
総数(n=1950)

（

問2‐2 あなたの学校においては、児童虐待又は児童虐待のおそれを発見した場合に、速やかに児童相談所や

市区町村児童虐待対応の担当課に相談、情報提供することに対して、抵抗があると感じますか。

当てはまる選択肢を一つお選びください。

（％）

総数（n=1,932） 

総数（n=1,950） 
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(ｳ) 問２－３ 情報提供に抵抗を感じる理由（複数回答） 

児童虐待又はそのおそれを発見した場合に、速やかに児童相談所や市区町村児

童虐待対応の担当課に相談・情報提供することについて、抵抗があると感じる又

はどちらかといえば抵抗があると感じると回答した担当者に、そう思う理由を尋

ねると、「学校は、校内で事実を把握し、誤報の可能性がなくなってから、通告

すべきだとの考えであり、その前段階での相談、情報提供は控える傾向にあるか

ら」が 73.4％と最も多く、次いで「学校は、保護者との関係が悪化することを恐

れる傾向にあるから」が 57.7％等となっている。 

 
 

  

73.4 

57.7 

4.8 

2.7 

10.6 

0.3 

0 20 40 60 80 100

学校は、校内で事実を把握し、誤報の可能性が

なくなってから、通告すべきだとの考えであり、

その前段階での相談、情報提供は控える傾向にあるから

学校は、保護者との関係が

悪化することを恐れる傾向にあるから

学校自体がどう対応して良いか分からないから

学校は、可能な限り学校内の教職員等だけで対応する方が

適切な対応が行えるとの考えがあるから

その他

無回答

（％）

総数(n=293)

（問2‐2で、「抵抗があると感じる」又は「どちらかといえば抵抗があると感じる」と回答された方に）

問2‐3 あなたは、なぜそのように思ったのですか。特に当てはまると思う選択肢を二つまでお選びください。

 
学校は、校内で事実を把握し、誤報の可能性がなくな
ってから、通告すべきだとの考えであり、その前段階で
の相談、情報提供は控える傾向にあるから 

 

学校は、保護者との関係が悪化することを恐れる傾向

にあるから 

 

 

学校自体がどう対応して良いか分からないから 

 

 

学校は、可能な限り学校内の教職員等だけで対応す

る方が適切な対応が行えるとの考えがあるから 

 

 

その他 

 

 

無回答 
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(ｴ) 問２－４ 児童虐待を疑うきっかけ（複数回答） 

小・中学校担当者に、児童虐待を疑うきっかけは何が多いと思うか尋ねると、

「不自然なケガがある、他の子どもと比較して身長が極端に低い又は大幅な体重

減少があった、衣服が汚れている等の子どもの身体的様子」が 88.5％と最も多く、

次いで「表情が乏しい、触られること、近づかれることをひどく嫌がる、乱暴な

言葉遣い、粗暴、拒食、過食等の子どもの言動」が 53.8％等となっている。 

 
  

88.5 

53.8 

41.6 

36.7 

17.1 

16.6 

15.6 

11.6 

2.8 

2.7 

2.5 

1.7 

0.3 

1.1 

0.1 

1.1 

0 20 40 60 80 100

不自然なケガがある、他の子どもと比較して身長が

極端に低い又は大幅な体重減少があった、衣服が

汚れている等の子どもの身体的様子

表情が乏しい、触られること、近づかれることを

ひどく嫌がる、乱暴な言葉遣い、粗暴、拒食、

過食等の子どもの言動

頻繁に欠席する等の登校の状況

（健康診断や体育を欠席する場合も含む。）

子ども本人の話

養護教諭からの話

他の保護者以外の地域の住民からの話

イライラしている、表情が硬い、人前で子どもを

厳しく叱る、叩く等の保護者の様子

他の保護者からの話

スクールカウンセラーからの話

他の子どもからの話

他の教職員からの話

兄弟、姉妹からの話

スクールソーシャルワーカーからの話

その他

経験がなく分からない

無回答

（％）

総数(n=1,937)

問2-4 あなたは、児童虐待を疑うきっかけは何が多いと思いますか。特に多いと思う選択肢を三つ

までお選びください。

 
不自然なケガがある、他の子どもと比較して身長が
極端に低い又は大幅な体重減少があった、衣服が
汚れている等の子どもの身体的様子 
 
表情が乏しい、触られること、近づかれることをひど
く嫌がる、乱暴な言葉遣い、粗暴、拒食、過食等の
子どもの言動 
 
頻繁に欠席する等の登校の状況 
（健康診断や体育を欠席する場合も含む） 

 
子ども本人の話 
 

 
養護教諭からの話 
 
 
他の保護者以外の地域の住民からの話 
 
 
イライラしている、表情が硬い、人前でこどもを厳しく

叱る、叩く等の保護者の様子 
 
 
他の保護者からの話 
 
 
スクールカウンセラーからの話 
 
 
他の子どもからの話 
 
 
他の教職員からの話 
 
 
兄弟、姉妹からの話 
 
 
スクールソーシャルワーカーからの話 
 
 
その他 
 
 
経験がなく分からない 
 
 
無回答 
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(ｵ) 問２－５ 児童相談所等に通告した際の対応 

小・中学校担当者に、児童相談所や市区町村等に虐待を通告した際やその後の

これらの機関の対応についてどのように感じたか尋ねると、「不十分だと感じた」

及び「どちらかといえば不十分だと感じた」が合わせて 32.3％と最も多く、次い

で「十分だと感じた」及び「どちらかといえば十分だと感じた」が合わせて 24.4％、

「どちらともいえない」が 24.1％等となっている。 

 
 

(ｶ) 問２－６ 児童相談所等の対応が不十分だと感じた理由（複数回答） 

児童相談所や市区町村等に通告した際やその後のこれらの機関の対応につい

て、不十分だと感じた又はどちらかといえば不十分だと感じたと回答した担当者

に、どのような点が不十分だと思うか尋ねると、「保護者への関わりに際しての

協力や支援が不十分であると感じる場合があるため」が 52.2％と最も多く、次い

で「通告後の見守りを学校に任せっきりにされたと感じる場合があるため」が

42.7％、「一時保護が必要だと思われる事例について、対応が遅いと感じる場合

があるため」が 39.4％等となっている。 

 

十分だと感じた

3.5 

どちらかと

いえば

十分だと

感じた

20.9 

どちらとも

いえない

24.1 

どちらかと

いえば

不十分だと

感じた

21.8 

不十分だと

感じた

10.5 

通告事例が

なく分から

ない

17.9 

無回答

1.3 総数(n=1950)

（％）

問2-5 児童相談所や市区町村等に虐待を通告した際やその後のこれらの機関の対応について、あなたはどのように

感じましたか。当てはまる選択肢を一つお選びください。

52.2 

42.7 

39.4 

27.3 

12.4 

2.8 

8.1 

0.2 

0 20 40 60 80 100

保護者への関わりに際しての協力や支援が

不十分であると感じる場合があるため

通告後の見守りを学校に任せっきりに

されたと感じる場合があるため

一時保護が必要だと思われる事例について、

対応が遅いと感じる場合があるため

通告直後の来訪が遅いと感じる場合があるため

通告後に児童相談所や市区町村が作成した対応方針

の伝達が不十分であると感じる場合があるため

要保護児童対策地域協議会における情報の共有化が

不十分であると感じる場合があるため

その他

無回答

（％）

総数(n=604)

(問2-5で「どちらかといえば不十分だと感じた」又は「不十分だと感じた」と回答された方に)

問2-6 どのような点が不十分だと思いますか。その理由として特に当てはまると思う選択肢を二つまで

お選びください。

保護者への関わりに際しての協力や支援が不十分

であると感じる場合があるため 
 

通告後の見守りを学校に任せっきりにされたと感じる

場合があるため 
 

一時保護が必要だと思われる事例について、対応が

遅いと感じる場合があるため 
 

通告直後の来訪が遅いと感じる場合があるため 

 

通告後に児童相談所や市区町村が作成した対応方

針の伝達が不十分であると感じる場合があるため 
 

要保護児童対策地域協議会における情報の共有化

が不十分であると感じる場合があるため 
 

その他 

 

無回答 

総数（n=1,950） 
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(ｷ) 問２－７ スクールカウンセラー等の配置の有効性 

小・中学校担当者に、児童虐待の防止等のために、スクールカウンセラー等（ス

クールカウンセラーに準ずる者を含む。以下同じ。）を配置することは有効であ

ると思うか尋ねると、「有効であると思う」及び「どちらかといえば有効である

と思う」が合わせて 80.5％であるのに対し、「どちらともいえない」が 9.7％、「有

効でないと思う」及び「どちらかといえば有効でないと思う」が合わせて 7.8％

等となっている。 

 
 

 (ｸ) 問２－８ スクールカウンセラー等の配置数 

児童虐待の防止等のために、スクールカウンセラー等を配置することについて、

有効であると思う又はどちらかといえば有効であると思うと回答した担当者に、

スクールカウンセラー等は十分に配置されていると思うか尋ねると、「不十分だ

と思う」及び「どちらかといえば不十分だと思う」が合わせて 66.7％であるのに

対し、「十分だと思う」及び「どちらかといえば十分だと思う」は合わせて 19.7％、

「どちらともいえない」が 13.7％となっている。 

 
 

  

有効である

と思う

49.1 

どちらかと

いえば

有効である

と思う

31.4 

どちらとも

いえない

9.7 

どちらかと

いえば

有効でない

と思う

6.2 

有効でない

と思う

1.6 

配置されて

いないので

分からない

1.6 

無回答

0.4 

総数(n=1951)

（％）

問2-7 児童虐待の防止等のために、スクールカウンセラー等（スクールカウンセラーに準ずる者を含む。以下「ＳＣ」

と表記します。）を配置することは有効であると思いますか。当てはまる選択肢を一つお選びください。

十分だと思う

2.9 

どちらかといえば

十分だと思う

16.8 

どちらともいえない

13.7 

どちらかといえば

不十分だと思う

37.6 

不十分だと思う

29.1 

無回答

0.0 総数(n=1569)

（％）

(問2-7で「有効であると思う」又は「どちらかといえば有効であると思う」と回答された方に)
問2-8 児童虐待の防止等のために、ＳＣは十分に配置されていると思いますか。

当てはまる選択肢を一つお選びください。

総数（n=1,951） 

総数（n=1,569） 
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(ｹ) 問２－９ スクールカウンセラー等の配置が有効でないと思う理由 

児童虐待の防止等のために、スクールカウンセラー等を配置することについて、

有効でないと思う又はどちらかといえば有効でないと思うと回答した担当者に、

そう思う理由を尋ねると、「毎日、学校に勤務してはいないため、教職員や生徒

との関係性を築くことが困難であるため」が 47.7％と最も多く、次いで「児童虐

待対応は、本来のスクールカウンセラー等の業務ではないし、対応する立場にな

いと思うため」が 25.5％、「児童虐待対応のみでなく、他の課題(いじめ、不登校

等)への対応もしているため」が 9.4％等となっている。 

 
  

教職員や生徒

との関係性を

築くことが困
難であるため

47.7 

他の教職員で

足りるため

1.3 

児童虐待への

対応ができて

いないため

1.3 

児童虐待対応

は本来のＳＣ

の業務ではな
いため

25.5 

他の課題へ

の対応もして

いるため

9.4 

その他

13.4 

無回答

1.3 総数(n=149)

(問2-7で「どちらかといえば有効でないと思う」又は「有効でないと思う」と回答された方に)
問2-9 あなたは、なぜそのように思ったのですか。特に当てはまると思う選択肢を一つお選びください。

① 毎日、学校に勤務してはいないため、教職員や生徒との関係性を築くことが困難であるため(47.7%)
② 養護教諭など現在配置されている他の教職員で足りるため(1.3%)
③ 教育委員会が実施する研修等が不十分であり、児童虐待への対応ができていないため(1.3%)
④ 児童虐待対応は、本来のＳＣの業務ではないし、対応する立場にないと思うため(25.5%)
⑤ 児童虐待対応のみでなく、他の課題（いじめ、不登校等）への対応もしているため(9.4%)
⑥ その他(13.4%)
⑦ 無回答(1.3%)

（％）
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(ｺ) 問２－10 スクールソーシャルワーカーの配置の有効性 

小・中学校担当者に、児童虐待の防止等のために、スクールソーシャルワーカ

ーを配置することは有効であると思うか尋ねると、「有効であると思う」及び「ど

ちらかといえば有効であると思う」が合わせて 65.5％であるのに対し、「どちら

ともいえない」が 13.1％、「有効でないと思う」及び「どちらかといえば有効で

ないと思う」は合わせて 3.1％等となっている。 

 
 

(ｻ) 問２－11 スクールソーシャルワーカーの配置数について 

児童虐待の防止等のために、スクールソーシャルワーカーを配置することにつ

いて、有効であると思う又はどちらかといえば有効であると思うと回答した担当

者に、スクールソーシャルワーカーは十分に配置されていると思うか尋ねると、

「不十分だと思う」及び「どちらかといえば不十分だと思う」が合わせて 83.7％

であるのに対し、「どちらともいえない」が 10.4％、「十分だと思う」及び「どち

らかといえば十分だと思う」は合わせて 5.8％となっている。 

 
 

有効で

あると思う

37.2 

どちらかと

いえば

有効である
と思う

28.3 

どちらとも

いえない

13.1 

どちらかと

いえば

有効でない
と思う

2.2 

有効でない

と思う

0.9 

配置されて

いないので

分からない

18.1 

無回答

0.3 

総数(n=1950)

（％）

問2-10 児童虐待の防止等のために、スクールソーシャルワーカー（以下「ＳＳＷ」と表記します。）を配置することは

有効であると思いますか。当てはまる選択肢を一つお選びください。

十分だと思う

0.6 

どちらかといえば

十分だと思う

5.2 

どちらともいえない

10.4 

どちらかといえば

不十分だと思う

25.2 

不十分だと思う

58.5 

無回答

0.1 総数(n=1275)

（

（％）

(問2-10で「有効であると思う」又は「どちらかといえば有効であると思う」と回答された方に)
問2-11 児童虐待の防止等のために、ＳＳＷは十分に配置されていると思いますか。

当てはまる選択肢を一つお選びください。

総数（n=1,950） 

総数（n=1,950） 総数（n=1,275） 
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(ｼ) 問２－12 スクールソーシャルワーカーの配置が有効でないと思う理由 

児童虐待の防止等のために、スクールソーシャルワーカーを配置することにつ

いて、有効でないと思う又はどちらかといえば有効でないと思うと回答した担当

者に、そう思う理由を尋ねると、「毎日、学校に勤務してはいないため、教職員

や生徒との関係性を築くことが困難であるため」が 80.0％と最も多く、次いで「養

護教諭など現在配置されている他の教職員で足りるため」が 8.3％等となってい

る。 

 
  

教職員や生徒との

関係性を築くことが

困難であるため

80.0 

他の教職員で

足りるため

8.3 

児童虐待への対応が

できていないため

6.7 

その他

3.3 

無回答

1.7 

総数(n=60)

(問2-10で「どちらかといえば有効でないと思う」又は「有効でないと思う」と回答された方に)
問2-12 あなたは、なぜそのように思ったのですか。特に当てはまると思う選択肢を一つお選びください。

① 毎日、学校に勤務してはいないため、教職員や生徒との関係性を築くことが困難であるため(80.0%)
② 養護教諭など現在配置されている他の教職員で足りるため(8.3%)
③ 教育委員会が実施する研修等が不十分であり、児童虐待への対応ができていないため(6.7%)
④ その他(3.3%)
⑤ 無回答(1.7%)

（％）
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ウ 児童虐待の防止等に関する研修 
(ｱ) 問３－１ 手引や研修教材についての認識 

小・中学校担当者に、文部科学省が取り組んでいる「養護教諭のための児童虐

待対応の手引」及び「教職員用研修教材「児童虐待防止と学校」」の作成・配布

について尋ねると、いずれの取組についても「知っており、今後も利用する」が

50％以上となっている一方で、取組そのものを「知らない」とする回答も 40％以

上となっている。 

 
  

知らない

42.9 

41.0 

有効でない

3.5 

6.8 

今後も活用する

51.5 

50.3 

無回答

2.1 

1.9 

ａ 養護教諭のための

児童虐待対応の手引

総数(n=1951)

ｂ 教職員用研修教材

「児童虐待防止と学校」

（CD‐ROM）
総数(n=1950)

（％）

問3-1 文部科学省では、「養護教諭のための児童虐待対応の手引」及び「教職員用研修教材「児童虐待防止

と学校」」（CD‐ROM）を作成・配布しています。これらの各取組について、「(ⅰ) 知らない」、「(ⅱ) 知っているが、

有効でないと思う」、「(ⅲ) 知っており、今後も引き続き活用する」のうち当てはまる選択肢を一つお選びください

 
a 養護教諭のための児

童虐待対応の手引き 

（総数 n=1,951） 

 

 

b 教職員用研修教材

「児童虐待防止と学校」 

（CD-ROM） 

（総数 n=1,950） 
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(ｲ) 問３－２ 児童虐待対応に関する研修の充実度 

小・中学校担当者に、教育委員会が教職員等向けに実施している児童虐待対応

に関する研修は、質、量ともに十分であると思うか尋ねると、「不十分だと思う」

及び「どちらかといえば不十分だと思う」が合わせて 35.3％で最も多く、次いで

「どちらともいえない」が 34.0％、「十分だと思う」及び「どちらかといえば十

分だと思う」が合わせて 23.9％等となっている。 

 
 
(ｳ) 問３－３ 研修による意識の変化（複数回答） 

教育委員会が教職員等向けに実施している児童虐待対応に関する研修ついて、

十分だと思う又はどちらかといえば十分だと思うと回答した担当者に、研修によ

り、どのように意識が変わったか尋ねると、「子どもの日常的な行動や様子から

児童虐待の可能性を念頭に置くようになった」が 74.6％と最も多く、次いで「児

童虐待又はそのおそれを発見した場合は、速やかに管理職に相談するなど組織的

な対応を心がけるようになった」が 56.6％、「児童相談所や市区町村への相談や

通告をためらわずに行うことができるようになった」が 36.8％等となっている。 

 

 

十分だと思う

2.8 

どちらかと

いえば

十分だと
思う

21.1 

どちらとも

いえない

34.0 

どちらかと

いえば

不十分だと
思う

24.9 

不十分だと思う

10.4 

分からない

6.1 

無

回

答

0.7 

総数(n=1952)

（％）

問3-2 現在、教育委員会が教職員等向けに実施している児童虐待対応に関する研修は、質、量ともに十分である

と思いますか。当てはまる選択肢を一つお選びください。

74.6 

56.6 

36.8 

0.4 

0.6 

0 20 40 60 80 100

子どもの日常的な行動や様子から

児童虐待の可能性を念頭に置くようになった

児童虐待又はそのおそれを発見した場合は、

速やかに管理職に相談するなど組織的な

対応を心がけるようになった

児童相談所や市区町村への相談や通告を

ためらわずに行うことができるようになった

その他

無回答

(問3－2で「十分だと思う」又は「どちらかといえば十分だと思う」と回答された方に)

問3-3 研修により、どのように意識が変わりましたか。特に当てはまると思う選択肢を二つまでお選びください。

（％）

総数(n=465)

子どもの日常的な行動や様子から児童虐待の

可能性を念頭に置くようになった 
 
 
児童虐待又はそのおそれを発見した場合は、速

やかに管理職に相談するなど組織的な対応を

心がけるようになった 
 

児童相談所や市区町村への相談や通告をため

らわずに行うことができるようになった 

 

その他 

 
 

無回答 

総数（n=1,952） 
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(ｴ) 問３－４ 研修が不十分だと思う理由（複数回答） 

教育委員会が教職員等向けに実施している児童虐待対応に関する研修につい

て、不十分だと思う又はどちらかといえば不十分だと思うと回答した担当者に、

そう思う理由を尋ねると、「業務多忙により、研修に参加する時間を確保できな

いため」が 74.3％と最も多く、次いで「研修の実施回数が少ない又は減っている

ため」が 34.2％等となっている。 

 

 
(ｵ) 問３－５ 研修内容についての意見 

小・中学校担当者に、教育委員会は、今後、何に重点を置いた内容で研修に取

り組むべきであると思うか尋ねると、「関係機関との連携や協力を促進するため

の内容を充実させる」が 41.4％と最も多く、次いで「親への対処方法が習得でき

るような内容を充実させる」が 37.4％等となっている。 

 

実際の業務の

実態に合って

いないため

23.4 

見直しがあま

り行われてい

ないため

7.4 

研修に参加す

る時間を確保

できないため

74.3 

実施回数が少

ない又は減って

いるため

34.2 

その他

6.0 

無回答

0.6 

総数(n=688)

（問3-2で「どちらかといえば不十分だと思う」又は「不十分だと思う」と回答された方に）

問3-4 あなたは、なぜそのように思うのですか。特に当てはまると思う選択肢を二つまでお選びください。

① 研修の内容や教材が実際の業務の実態に合っていないため(23.4%)
② 研修プログラムの見直しがあまり行われていないため(7.4%)
③ 業務多忙により、研修に参加する時間を確保できないため(74.3%)
④ 研修の実施回数が少ない又は減っているため(34.2%)
⑤ その他(6.0%)
⑥ 無回答(0.6%)

（％）

子どもの

心理的ケア

16.3 

親への対処方法

37.4 

関係機関との

連携や協力の促進

41.4 

特になし

1.1 

その他

1.9 

無回答

1.9 

総数(n=1933)

問3-5 教育委員会は、今後、何に重点を置いた内容で研修に取り組むべきであると思いますか。

特に取り組むべきであると思う選択肢を一つお選びください。

① 子どもの心理的ケアについて習得できるような内容を充実させる(16.3%)
② 親への対処方法が習得できるような内容を充実させる(37.4%)
③ 関係機関との連携や協力を促進するための内容を充実させる(41.4%)
④ 特になし(1.1%)
⑤ その他(1.9%)
⑥ 無回答(1.9%)

（％）

総数（n=1,933） 
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エ 児童虐待の防止等に関する家庭・地域社会における取組 

問４－１ 児童虐待の防止等にも資する家庭・地域社会における取組の有効性 

小・中学校担当者に、文部科学省が実施している、児童虐待の防止等にも資す

る家庭・地域社会における２つの取組について尋ねると、「家庭教育支援基盤形成

事業(親向けの学習講座や家庭教育支援チーム活動)」については、「知っており、

今後も取り組むべき」が 40.1％である一方、「知らない」及び「知っているが、

有効でないと思う」も合わせて 58.9％となっている。 

また、「子どもの生活習慣づくり支援事業(「早寝早起き朝ごはん」国民運動)」

については、「知っており、今後も取り組むべき」が 73.3％、「知らない」及び「知

っているが、有効でないと思う」は合わせて 25.6％となっている。 

 
 

オ 国等が行っている児童虐待の防止等に関する取組についての意見 
小・中学校担当者に、国や地方公共団体が行っている児童虐待の防止等に関する

取組についての意見を聞いたところ、回答者1,952人のうち710人（回答者の36.4％）

から延べ 869 件の意見があった。その内訳は、①体制の拡充を求める意見が 206 件

（23.7％）、②関係機関の権限強化に関する意見が 124 件（14.3％）、③関係機関の

連携・役割分担に関する意見が 107 件（12.3％）等となっている。 

主な内容は、次のとおりである。 

① 体制の拡充を求める意見 

【児童相談所について】 

・ 児童相談所担当者の抱える件数が多く、とても対応できないと感じる。内容が

深刻ですぐに改善されるものでなく、増える一方であり、担当者の増員が急務。

【小中学校について】 

・ スクールソーシャルワーカーの中学校区ごとの配置をぜひ実現していただきた

知らない

52.7 

11.5 

有効でない

6.2 

14.1 

今後も取り組むべき

40.1 

73.3 

無回答

1.0 

1.0 

a 家庭教育支援基盤

形成事業（親向けの

学習講座や家庭教育

支援チーム活動）

総数(n=1951)

b 子どもの生活習慣

づくり支援事業

（「早寝早起き朝ごはん」

国民運動）

総数(n=1951)

（％）

問4-1 児童虐待の防止等にも資する家庭・地域社会における取組として、文部科学省では、以下の取組を実施

しています。これらの各取組について、「(ⅰ) 知らない」、「(ⅱ) 知っているが、有効でないと思う」、「(ⅲ) 知っており、

今後も引き続き取り組むべき」のうち当てはまる選択肢を一つお選びください。

a 家庭教育支援基盤

形成事業（親向けの

学習講座や家庭教育

支援チーム活動） 

総数（n=1,951） 

 

b 子どもの生活習慣づ

く支援事業（「早寝早

起き朝ごはん国民運

動」） 

総数（n=1,951） 
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い。福祉の手が十分行き届くようにするためには、専門家としてのスクールソー

シャルワーカーが有効と考える。 

・ 精神的に病む子ども及び保護者が増加していると感じる。心の病が虐待に影響

していると感じる。その点から、今後の学校には１校１人、スクールカウンセラ

ーがいることが望まれる。 

② 関係機関の権限強化に関する意見 

【児童相談所について】 

・ 児童相談所と保護者との面談、子どもの保護についての権限が、実質上行使で

きていない。児童相談所の権限の強化を望む。  

・ 児童相談所と関わってみて、その社会的立場について疑問を感じた。法的執行

力の弱さから対応が後手に回るなど、児童相談所担当者の努力が 100％反映され

ていないところにもどかしさを覚える。 

【小中学校について】 

・ スクールソーシャルワーカーの助力を得て、虐待等の防止対応に取り組んでい

るが、プライバシー保護の点で、手を差し伸べられない場合が多い。権限等の改

善を望む。 

③ 関係機関の連携・役割分担に関する意見 
 
【関係機関の連携について】 

・ 保護者の養育能力や養育態度に問題があると感じても、学校だけでは対応は困

難なので、児童相談所、地域の民生委員や主任児童委員等との連携を密にしてい

けるようネットワーク作りを進めてもらいたい。 

・ 学校だけでは的確な対応は難しい。市区町村、警察署、消防署など、身近な公

的機関がいつでもどこでも学校と組んで初期対応に当たってもらえたら心強い。

・ 児童虐待については、学校、地域、関係教育・福祉機関や警察が連携して対応・

防止に努めなければならない。そのためには、日頃からネットワークを作ってお

く必要がある。 

【役割分担について】 

・ 命に関わる問題であるため、責任の所在を明確にする必要はあるが、ともする

と責任のなすり合いに陥っている様子がみてとれる。関係機関・地域・保護者・

学校その全てがきちんと役割を分担して負い、その下に全てが責任を負うシステ

ム作りを進めていく必要がある。 
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